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中
国
の
人
は
数
字
を
折
り
込
ん
だ
熟
語
や

造
語
を
編
み
出
す
達
人
で
あ
る
。
古
く
か
ら

あ
る「
文
房
四
宝
」（
筆
、
墨
、
硯
、
紙
）な
ど
の

こ
と
ば
の
ほ
か
に
、
最
近
で
は
江
沢
民
前
総

書
記
が
提
唱
し
た「
三
個
代
表
理
論
」と
い
う

表
現
も
登
場
し
た
。
華
僑
・
華
人
の
世
界
に
は

「
華
僑
三
宝
」と
い
う
言
い
方
が
あ
る
。

　
華
僑
が「
落
地
生
根
」（
旅
先
の
地
に
住
み

つ
く
）の
先
で
組
織
し
た
総
商
会
、
同
郷
会
な

ど
の「
僑
団
」、
子
弟
教
育
の
た
め
の「
僑
校
」、

そ
れ
に
華
人
社
会
向
け
の
新
聞
で
あ
る「
僑

紙
」の
三
つ
を
さ
す
。「
四
海
為
家
」と
す
る
第

一
世
代
華
僑
は
、「
華
僑
三
宝
」を
求
心
力
に
、

「
落
葉
帰
根
」（
故
郷
へ
戻
る
こ
と
）を
夢
見
て

き
た
。「
華
僑
三
宝
」が
世
界
で
の
華
人
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
の
基
盤
と
な
っ
た
。

　
新
型
肺
炎（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）の
こ
と
で
あ
る
。
中

国
、
香
港
、
台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
華
人
国

家
・
地
域
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
同

胞
の
難
局
に
世
界
の
華
人
組
織
が
ど
う
反
応

す
る
か
注
視
し
て
い
た
ら
、
感
染
地
域
へ
の
義

援
金
寄
付
の
ほ
か
に
、
華
字
紙
を
通
じ
て
激

励
な
ど
を
呼
び
か
け
る
声
が
相
次
い
だ
。

　
主
要
華
字
紙
を
数
日
間
チ
ェ
ッ
ク
し
た
だ

け
で
も
、例
え
ば
世
界
東
莞
社
団
総
会
、江
蘇

同
郷
会
、
各
地
の
中
華
総
商
会
の
激
励
広
告

な
ど
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。「
僑
団
」、「
僑

紙
」が
募
金
活
動
、
連
帯
の
表
明
な
ど
で
大
い

に
機
能
し
た
よ
う
だ
。

　
こ
う
し
た
光
景
は
濃
淡
こ
そ
あ
れ
、
特
に

中
国
で
大
災
害
な
ど
の
異
変
が
起
き
た
と

き
に
は
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
。
89
年
の
天
安

門
事
件
、
97
年
の
　
小
平
氏
の
死
去
の
際

も
、
華
字
紙
に
世
界
の
華
人
団
体
の
意
見
広

告
や
追
悼
広
告
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
る
。
同
一
民
族
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
同
時
に
世
界
的
規
模
で
共
振
す
る
よ
う

な
こ
と
は
、
華
人
組
織
以
外
で
は
ま
ず
考
え

ら
れ
な
い
。

　
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
感
染
者
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
、
欧
米
、
ア
フ
リ
カ
ま
で
広
が
っ
た
も
の

の
、
そ
の
圧
倒
的
多
数
は
華
人
で
占
め
る
。

華
人
以
外
の
感
染
者
数
は
は
っ
き
り
し
な
い

が
、
医
療
関
係
者
を
除
く
と
ご
く
少
数
と
み

ら
れ
る
。

　
前
回
の
こ
の
欄
で
も
触
れ
た
が
、Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

は
華
人
地
域
間
の
人
の
移
動
で
広
が
り
、
飛

び
火
先
の
華
人
社
会
で
深
刻
な
連
鎖
感
染
を

招
い
た
。「
華
僑
三
宝
」に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、

華
人
社
会
の
人
間
の
結
び
つ
き
が
感
染
者
を

「
華
人
」に
ほ
ぼ
囲
い
込
ん
だ
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
患
者
が
発
生

し
た
と
き
、
真
っ
先
に
懸
念
し
た
の
は
隣
国
の

マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
拡
大
し
な
い

か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。マ
レ
ー
シ
ア
は
東
南
ア

ジ
ア
の
へ
そ
に
当
た
り
、
も
し
感
染
者
が
増
え

れ
ば
陸
続
き
で
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
内
陸
部
に

拡
散
し
か
ね
な
い
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
人
口
大

国
で
そ
の
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。さ
ら
に
両

国
で
は
マ
レ
ー
人
イ
ス
ラ
ム
教
徒
（
マ
レ
ー
シ

ア
は
イ
ス
ラ
ム
国
家
）が
圧
倒
的
に
多
い
が
、

華
人
も
相
当
な
数
を
占
め
る
。
華
人
国
家
の

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
中
継
点
に
マ
レ
ー
人
主
体
の

イ
ス
ラ
ム
国
家
に
感
染
が
広
が
れ
ば
、た
だ
で

さ
え
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
立
っ
て
い
る

「
社
会
調
和
」、さ
ら
に
は
東
南
ア
ジ
ア
の
国
際

関
係
が
揺
ら
ぎ
か
ね
な
い
。

　
現
に
５
月
に
は
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
側
が
感
染

を
疑
わ
れ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
在
住
の
マ
レ
ー
シ

ア
人
を
本
国
に
送
還
し
た
と
し
て
、
小
競
り

合
い
が
起
き
た
。「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

を
輸
出
し
た
」と
批
判
す
る
声
が
マ
レ
ー
シ
ア

内
で
起
き
、
一
時
は
関
係
が
悪
化
し
そ
う
な

雲
行
き
だ
っ
た
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
に
よ
る
死
者
が

二
人（
華
人
）出
た
が
、
幸
い
に
も
深
刻
な
事

態
に
な
ら
な
か
っ
た
。
関
係
国
の
防
疫
体
制
の

強
化
も
あ
ろ
う
が
、
華
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

独
立
性
が
他
民
族
社
会
へ
の
感
染
を
遮
断
す

る
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
。
特
に
マ

レ
ー
シ
ア
で
は
、
華
人
と
マ
レ
ー
社
会
は
生
活

文
化
面
で
重
な
り
合
う
部
分
は
小
さ
い
。
国

を
ま
と
め
て
い
く
う
え
で
政
権
を
悩
ま
せ
て

き
た「
民
族
間
の
溝
」が
、逆
に
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
で
は

幸
い
し
た
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
禍
が
深
刻
だ
っ
た
地
域
で
日
本

人
に
感
染
者
が
出
て
い
な
い（
５
月
末
現
在
）

理
由
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
見
方
が
あ
る
。

生
活
習
慣
の
違
い
に
結
び
つ
け
る
議
論
が
多

い
よ
う
だ
が
、理
由
は
や
は
り
日
本
人
社
会
を

含
む
民
族
別
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
あ
り
方
と
関

係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　（
日
経
香
港
社
　
奥
村
幸
広
）
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